
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

信州創生の基本方針

　　３－３　 活力と循環の信州経済の創出

施策展開

　　３－(1) 経済構造の転換

　 　  （カ） 観光の振興

　　　 　ア　県内産業の競争力強化

ＭＩＣＥ誘致に向けた情報発信の強化

直接

誘致ガイドブックを作成・活用し、長野県の魅力等を発信

し、ＭＩＣＥ誘致の促進を図る。

432

要求からの主な変更点

要求どおり

事業番号 08 03 12

事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名

ＭＩＣＥ誘致促進事業費

ＭＩＣＥ誘致促進事業費ＭＩＣＥ誘致促進事業費

ＭＩＣＥ誘致促進事業費

担

当

課

部局 観光部

課・局・室 観光誘客課

総合５か

年計画

プロジェクト  

1-1-5次世代産業創出プロジェクト

2-1-5農山村産業クラスター形成プロジェクト

E-mail

kankoshin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

　1-2強みを活かした観光の振興

　　2　国内外からの誘客・交流の促進 実施期間 H24

　・ＭＩＣＥ等の開催は定期的に行われることから、大都市圏における情報発信力を高めるとともに、継続的な誘致活動に取り組む必要

がある。

　・市町村等と連携し、ターゲットを絞った効果的な誘致活動が必要である。

　・県内での国際会議の開催件数：6件（H26県調査）

　・県内での国内会議の開催件数：227件（H26県調査）

県が関与

する理由

　夏季の冷涼な気候、豊富な温泉や高原リゾート地など、本県の豊かな自然環境を活かし、市町村等と連携を図りながら、スポーツ合

宿、ＭＩＣＥの誘致を促進することにより、県内への交流人口を拡大し、地域経済の活性化を図る。

　ＭＩＣＥ：会議（Meeting）、報奨旅行（Incentive Travel）、国際会議（Convention）、展示会・見本市（Exhibition/Event）の頭文字で、多

くの集客が見込まれるビジネスイベント等の総称。

～

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

県が市町村、民間団体と連携して、全県にわたる情報発信を集約して発信することや情報収集

を行うことが誘致実現に有効的である。

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

人口定着・

確かな暮

らし実現総

合戦略

3,344 3,344

項目

実施方法

H28実施内容

H27

H28

（当初） （要求）

合計 3,830 3,776 3,776

区　　分（単位：千円） 26年度 27年度 28要求

28要求28要求

28要求

28予算案

28予算案28予算案

28予算案

成果目標・

事業内容

①ＭＩＣＥ誘致担当推進員によるＭＩＣＥ誘致件数：５件

②国際会議開催件数：１０件

③国内会議開催件数：250件

（単位：千円）　

432 432

（予算案）

MICE誘致推進委員の配置 直接

信州首都圏総合活動拠点に配置（継続配置）し、県関係

機関、市町村等と連携した誘致活動を行う。

3,398

予

算

額

前年度繰越

当初予算 5,037 3,830 3,776 3,776

補正予算

合計（A) 5,037 3,830 3,776 3,776

目標 成果

達成状況

H27末

（見込）

H28

5 10

2 5

H29

目標

成果目標の達成状況

成果目標の達成状況成果目標の達成状況

成果目標の達成状況

国際会議

6

開催件数

240 250

国内会議

227

開催件数

ＭＩＣＥ誘致

推進員による

ＭＩＣＥ誘致

件数（年度内

実施分）

1

項目

H26末

6,606 6,606 6,606

Aの

財源

5,025 3,819 3,765 3,765

12 11 11

3,603

11

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C）

10,209 10,436 10,382 10,382

概　算

人件費

0.80 0.80 0.80 0.80

6,606

（指摘事項等） （対応）


